BIS論壇226 『TPP,　RCEP,　AIIBと一帯一路」2017年5月30日　中川十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5月中旬、ベトナムで開催のTPP閣僚、首席交渉官会議で米国を除いたTPP11は11月のベトナムでのAPEC（アジア太平洋経済協力会議）までにTPPの合意をめざし努力することを決定したとのことだ。TPP11カ国の交渉促進を日本が主導し、米国の復帰を促すとの戦略だ。選挙でTPPからの離脱を表明。1月20日の大統領就任後いち早く脱退の大統領令に署名したトランプ大統領が、日本が復帰を求めても、簡単に応じると考えるのは情勢認識が甘いと言わざるを得ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　去る5月19日、ASEAN元事務総長スリン氏がアセアンセンター主催の創設50周年記念講演をおこなった。ASEAN50年の成果を踏まえ、ASEANはアジアの時代の核となると自信満々であった。その際、筆者はRCEPと中國主導のAIIBと一帯一路に関し、スリン氏に質問した。スリン氏はRCEPには日本、中国、インド、オセアニアも参加しているところよりASEANとして積極的に協力すべきだとの意見表明があった。
　5月23日JETRO主催の中国陝西省の一帯一路説明会があり参加。同省の揚凌農業ハイテックセンターを5年前に視察しているところより興味があった。シンポジウムを聴講し、同省が一帯一路の西への玄関口として西安を中心に、道路、鉄道、空の物流のハブとして急速に発展していることに驚いた。かって隋、唐の時代に日本から遣隋使、遣唐使が留学し、日本とも800年以上の文化、経済交流がある同省との関係強化が必要だと強く感じた。
　　　
　それに引き替え、安倍政権は中国敵視政策をとり、世界の主要77か国が加盟しているAIIBにはG7の中で米国と日本は加盟していない。さらに中国の一帯一路計画に対抗し、インドと組んでアフリカ向けのプロジェクト参入に動いている。21世紀は世界最大の版図を有するユーラシアが世界の貿易、プロジェクトの最大の市場になることは自明だ。中国に協力しAIIBに加入するとともに一帯一路計画に参加することを真剣に考えるべき時である。
　5月25日には恒例のコロンビア大学日本経済経営研究所のシンポジウムが大手町のファイナンシャルセンターで開催され200人が参加。パネリストとして参加の日本の政治研究の第一人者ジェラルド・カーチス・コロンビア大名誉教授にTPPに対する米国の対応について質問した。同教授はTPPはdead（死んだ）と発言し、米国の回帰はありえないと主張。
　米国有識者が死んだと見ているTPPに固執し、発展するアジアを中心とするRCEPへの交渉に主導権を発揮せず、AIIBや一帯一路への参加を拒み、21世紀に最大の発展をするアジアや中央アジア、ユーラシアを軽視。政治、経済、外交において米国一辺倒の安倍政権のあり方は日本の将来にとって悔いを千載に残すことになるだろう。
　この政権の異常さは森友学園問題、加計学園問題、国際医療福祉大学成田医学部創設問題などで疑念が生じていること。共謀罪、憲法9条改正問題などのやり方を見れば自明である。安倍政権の倫理観亡き暴走を止めるためにわれわれは総力をあげるべき時だ。
